











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     
 
62
所員会による検討
１．アンケートの問題
設問
・設問数が非常に多く、かえって調査の焦点がはっきりしないことになった。
・問いのかけ方が単純でなく分かりにくいところや別様にも取れる言葉があり、
表現に問題があった。
・現行のアンケートは統計的処理を踏まえて作成してないので、集計がしにくい
上に、入学時と卒業時の差を見るという所期の目的も正しくは果たせないこと
がわかった。
実施時期
・新入学生は最初の「純心講座」（必修）で、卒業学生は卒業前の特別セミナー（全
員対象）の日に調査を行って来たが、卒業学生は就職先との関係もあって年に
より学科によって出席者数が安定せず、入学時との比較が困難である。
２．集計の問題
・今回は回収数に対して統計的な処理を行っておらず、単純集計である。
・当初、学科ごとの結果を百分率で示して比較を試みたが、学科ごと、年ごとに
回収率に大きな差異がある場合にはこの百分率そのものが実態を表していると
は言えず、学科間の比較も意味がないことになるので、むしろ学科別にこだわ
らず学年全体の回答実数で見ることにした。
・上記の事情により、結果の検討も分析的なものではなく実数に基づく観察と
なった。
３．調査から見えること
（１）全体的に
同じ設問に答えることによって入学時と卒業時の変化がみられることを期待した
が、実数で見る限り際立った変化は見られない。自由記述では学生の関心が資格、
授業など具体的なものから精神的なものへと移っていることが窺える。
（２）宗教については、割合としてどの学年も卒業時に「有意義と思う」が増えてい
るが、分からないという答えも多く、回収数の少ない学年もあるので、客観的な
実情把握は難しい。
（３）キリスト教への関心は全体的に見ると入学時と卒業時で大きな変化は見られ
ない。関心がある理由としては、過去に家庭、教育機関（幼、中、高、）その他で
キリスト教に触れていた経験が大きく影響しており、次いで歴史的、社会的など
の知的関心が見られる。
（４）本学がカトリック大学であることが大学選択の理由になった場合もあるが、
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概して影響は少ない。
カトリック大学で学んだことについての卒業時の反応は、３学年を押しなべて見
ると「満足」と「特に何も感じない」が相半ばしているようであるが、2010年度卒
業生では「満足」の数が少ない（回答者の38％）のが目立つ。はっきりと「不満」と
する者も各年１・２名はいる。
（５）宗教的な事柄20項目の中で３学年を通じて「知っている」割合の高いものは、
カトリック、聖母マリア、最後の晩餐、ミサ、フランシスコ・ザビエル、新約聖書、
旧約聖書など。低いものは、　原罪、聖体、マルチン・ルター　など。
この場合もデータ上では入学時と卒業時の明らかな差は見られない。また、「知っ
ている」ということをどのような意味合いで受け止めているかには個人差がある
と思われる。
（６）入学時に本学のキリスト教教育に「期待する」者は回答者の５分の１ないしは
３分の１であるが、卒業時には約半数（48，55，46％）の者がキリスト教教育か
ら「影響を受けた」としている。「分からない」とする者は、期待の段階では60％前
後、影響を考える段階では30％前後である。
（７）神仏の存在、死の概念、科学の可能性、道徳的行動規範についての考え方は
常識的である。
具体的な行為についての道徳的判断となると、
・道徳的道義的な事柄については、卒業時には世間一般の常識に合わせて許せな
いと思う者が減って「どちらでもない」が増え、社会的悪については、はっきり
と許せないとする傾向が見える。
・問い方自体に問題がある。「許せない」という表現は幾通りかに取られる可能性
があり、皆が同じ意味の問いに反応しているとは言えない。可の場合も不可の
場合もあるならば、「どちらでもない」を選択することになる。
・学生たちは良くも悪くも基本的に「普通」の若者である。看護４年、健康栄養３
年で人間の問題として性モラル等を扱うが、アンケートは今の時代に生きる学
生たちの平均的な傾向を示しており、自殺、夫婦関係、婚前の性関係などにつ
いては、私達の教育の実りをここに見る事はできない。
（８）（９）自分の宗教としても家の宗教としても圧倒的に仏教が多いが、実践的な
信仰としてではなく、冠婚葬祭のための形式的な関わり方が大半と思われる。
（10）入学時の期待と卒業時の達成感を対比するが、
・入学時には、人格形成やキリスト教の知識など本質的な点への期待や礼儀作法
など純心らしさへの期待もみられるが、授業、実習、資格取得等具体的実利的
な関心が高い。
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・卒業学生の達成感は、優しさ、礼儀作法、キリスト教的な知識や価値観　など、
入学時の期待が充たされた事を示す者もある一方、「マリアさま、いやな事は私
がよろこんで」など建学の精神を評価し、実益よりも永続的な目に見えない価
値へと関心が移っていることを示している。　
・18歳から22歳の年齢層は一般的に人間が大きく成長する時であり、ここに現
われたものを全てキリスト教教育に帰することはできないが、内的成長にかな
りの助けを与え得たと考えてもよいのではないか。
（11）自己の成長の評価としては、内容的に不明確ながら精神的成長が先ず上げ
られており、思いやり、受容など対人関係のゆとり、困難に立ち向かう強さ、積
極性などがあげられ、本学卒業生が職場等で評価されていることと一致する面が
ある。しかし現実には純心大学卒業生は「打たれ強さ」で評価される所までは行っ
ていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
（12）「その他」は通例通りの感謝のことばであるが、総括の対象にはならないで
あろう。それぞれの学生の気持ちとして受け止めておきたい。
４．本学のキリスト教教育をふりかえる。
（統計学的処理を経ていない単純集計と自由記述から読みとれる範囲において）
（１）総括的に：
・入学時には資格等見える自分を形成する教育に期待するが、卒業時には内的な
成長をもたらした教育を評価していることがうかがわれる。
・本学がカトリック大学であることへの否定的評価には、　期待が大きかったの
に充たされなかったという不満を含む可能性もある。
・キリスト教科目が一年次に集中しており（例外；看護４年、こども３年に各Ⅰ科
目）卒業する頃には記憶が薄れるきらいがある。また、担当者も１人なので出
来る事に限界がある。
・教育を受ける素地である学生の気質傾向として、現１・２年生はいわゆる「ゆと
りの教育」を受けて来た世代であり、自己中心的傾向が顕著である。（全体的統
一行動がとれず、自分勝手に行動する。）
・「ゆとりの教育」の意図は良かったのだが、普遍的な自律の基準を植え付けない
まま行ったために、ゆとり＝自由＝放縦となり、我儘を肯定助長する結果となっ
たのではないか。感謝の心、手を合わせる習慣/心も失われている。キリスト
教教育では、人として在るべき姿＝自律の基準を与えることができるし、こ
れが大切な役割ではないか。
65
（２）保つべきもの：
建学の精神として、聖母に倣う心
・奉仕の精神、心遣いの細やかさ(卒業生への評価が高い)
・「マリア様、嫌なことはわたくしが、よろこんで」の積極性
・インターンシップその他学外での職場体験的実習において、本学学生の取り組
みの真剣さ、素直な積極性が高く評価されており、今後とも培って行くべきも
のである。
（３）今後への課題：
・各人の人格形成において「生き方」の基本となる哲学を持つことの大切さ。本学
のキリスト教的教育は専門に関わりなく学生たちが自分の生きる姿勢を形造っ
て行くための重要なヒントを与えるものであるから、教育計画の芯におかれる
べきものである。教科として行われるものと、全学の体制、行事、雰囲気をと
おして与えられるものとがある。
・カリキュラム編成においてキリスト教関係教科、人間学的教科の配置を再検討
し、入学時に紹介的に行われたものが上級学年で社会人となる時に向けて問題
意識が変わってくる段階を追って与えられるようにする必要がある。同じ問題
でも上級学年への提示の仕方は違うし反応も当然違ってくる。
・アセンブリー・アワーの内容の再検討
　もともとアセンブリー・アワーは建学の精神の涵養を目指し、また学生間、教
（職）員と学生間の親睦をはかる目的で設定されたはずであるが、現在はキャリ
ア関係の行事に大半が使われており、各クラスでは話し合いの時間も十分とれ
ない状況である。実績データにつながる諸行事も大切であるが、本来の目的に
立ちもどって見る必要があるのではないか。
・教職員側の問題として
　キリスト教的人間教育は、教科として特化されたもののみを指すのではなく全
教科の授業から学生が受け取るもの、教員の生きざまから感じ取るもの、大学
行事のカラー、自然的人為的環境から得るものなど、全てによるものである。
　　したがって教員が異なる専門と人格、個性の奥底に人間としての在りようを
共有し同じ方向を向いていることが大切である。これは思想の強制ではなく私
学としてのアイデンテティの問題であり、各教職員は採用に際してカトリック
大学としての本学の特質を説明され、納得して職についている筈であるから、
この点を深めるための研修を充分に行うことは大学側の役割であろう。初任者、
中堅、経験の長いものそれぞれに活性化が必要であり、互いの交わりを通して
学び合う必要もある。単発の行事としての教職員研修の他に（あるいはこれを
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含めて）永続的な教員、職員研修のプログラムが必要である。これは事務的技
術的研修とは別に計画されるべきものである。
・スタッフの中には修道女教職員もいるが、無言のうちに影響与えるだけの内的
深さと豊かさを持ち得ているか、反省させられる。
・アドミッション・ポリシーの記述においても、人間教育への言及が少なくなり、
資格試験、検定結果などに数字として現われる実力養成に重点が集中し勝ちに
なっていないか。職場への調査によっても、現在企業は成績よりも人間を重視
して採用する傾向にある事実に鑑みて、本学のミッション・スクールとしての
教育的アイデンテティをしっかり打ち出すべきものと思われる。
５．本調査の今後について
・現行の調査は2013、2014、2015年度卒業生（2014，2015，2016年３月卒
業予定）迄は入学時の調査が実施されているが、2013年度卒業生についてのみ
卒業生用調査を行う。
・その後の「キリスト教に関する意識調査」の継続については今後の検討課題とす
る。
・調査を継続するとすれば、目的を明確単純にし、方法的には統計に詳しい人の
協力を得て目的とする点についての結果が正しく読みとれる形の様式を考え
る。
以上
